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検
問
で
一
人
７
ド
ル
の
環
境
税

資
源
大
国
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

　

前
号
に
続
い
て
、
中
央
ア
ジ
ア
の
話
を
す
る
。

　

五
月
一
日
、
キ
ル
ギ
ス
か
ら
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
最
大
の

都
市
ア
ル
マ
ト
イ
に
、
観
光
バ
ス
で
入
ろ
う
と
し
た
ら
、

警
察
の
車
に
止
め
ら
れ
た
。
検
問
で
あ
る
。
環
境
税
と
い

う
名
目
で
、
一
人
七
ド
ル
が
徴
収
さ
れ
た
。

「
本
当
に
国
庫
に
入
る
の
か
な
」

「
警
察
の
裏
金
か
も
よ
」

　

車
中
の
わ
れ
わ
れ
は
、
勝
手
な
想
像
を
す
る
。

　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
は
、
わ
が
国
の
七
倍
の
面
積
で
あ
る
。

人
口
は
約
一
千
五
百
万
人
。
広
い
大
地
に
、
石
油
や
天
然

ガ
ス
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
資
源
大
国
で
あ
る
。
ナ
ザ
ル
バ

エ
ス
大
統
領
が
、
十
七
年
間
に
わ
た
り
、
政
権
を
維
持
し

て
き
て
い
る
。
そ
れ
ら
も
あ
っ
て
、
い
ま
、
日
本
国
内
で

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
債
券
が
、
人
気
だ
と
き
く
。

　

一
九
九
八
年
ま
で
首
都
で
あ
っ
た
ア
ル
マ
ト
イ
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
整
然
と
し
た
街
並
み
で
あ
る
。
色
と
り

ど
り
の
路
面
電
車
も
走
っ
て
い
た
。
カ
ザ
フ
系
や
ウ
イ
グ

ル
系
な
ど
の
有
色
人
種
だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
系
や
ド
イ

ツ
系
の
白
色
人
種
も
、
四
分
の
一
強
を
占
め
て
い
る
。

　

夜
、
薄
暗
い
バ
ー
に
入
っ
た
。
ド
ラ
イ
マ
テ
ィ
ニ
を
片

手
に
、
肉
感
的
で
妖
艶
な
女
性
ボ
ー
カ
ル
の
ジ
ャ
ズ
を
堪

能
す
る
。
こ
こ
が
ア
ジ
ア
か
と
の
思
い
に
か
ら
れ
た
。

中
国
国
境
は
自
主
休
業

急
遽
ジ
ャ
ル
ケ
ン
ト
泊

　

翌
五
月
二
日
、中
国
国
境
に
向
か
う
。
と
こ
ろ
が
、行
っ

て
み
る
と
国
境
は
閉
ま
っ
て
い
た
。
事
件
が
起
き
た
た
め

で
は
な
い
。
メ
ー
デ
ー
の
翌
日
の
た
め
、
自
主
休
業
に
し

て
し
ま
っ
た
た
め
ら
し
い
。
急
遽
、
引
き
返
す
。
午
後
も

遅
く
な
っ
て
い
っ
た
。
旅
行
者
二
十
人
と
添
乗
員
と
通
訳
、

そ
し
て
運
転
手
の
二
十
三
人
が
ひ
も
じ
く
な
っ
て
く
る
。

　

そ
こ
で
ね
、
個
人
的
に
、
タ
シ
ケ
ン
ト
の
市
場
で
二
キ

ロ
ほ
ど
買
い
、
積
ん
で
お
い
た
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
配
っ
た
と

こ
ろ
、
大
変
喜
ば
れ
た
。
本
来
な
ら
、
水
と
非
常
食
な
ど

を
用
意
し
て
お
く
の
が
、
添
乗
員
の
務
め
だ
と
思
う
の
だ

が
…
。

　

国
境
と
ア
ル
マ
ト
イ
の
中
間
に
あ
る
町
、
ジ
ャ
ル
ケ
ン

ト
に
戻
る
。
ホ
テ
ル
ア
ジ
ア
と
い
う
、
た
い
そ
う
な
名
前

の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
み
た
い
な
ホ
テ
ル
が
、
一
夜
の
宿
と

な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
エ
レ
ベ
ー
タ
が
な
い
。
ボ
ー
イ
も

寺
井 

融

Terai  Toru

◇ 

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
東
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン 

◇

連
載

5
屋台の鍋料理（新疆ウイグル自治区）
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見
か
け
な
い
。
自
分
で
、
ト
ラ
ン
ク
を
三
階
ま
で
持
ち
運

ん
だ
。
重
か
っ
た
。

　

午
後
四
時
に
、
や
っ
と
昼
食
を
終
え
る
。
町
を
見
て
歩

く
が
、小
さ
な
公
園
に
は
人
っ
子
一
人
見
か
け
な
い
。レ
ー

ニ
ン
像
だ
け
が
淋
し
く
立
っ
て
い
た
。
東
南
ア
ジ
ア
の
田

舎
町
で
見
か
け
る
よ
う
な
屋
根
と
柱
だ
け
の
市
場
に
は
、

食
料
品
の
ほ
か
に
ほ
と
ん
ど
売
り
物
が
な
か
っ
た
。

伊
寧
（
イ
ー
ニ
ン
）
旅
程
カ
ッ
ト

漢
族
が
急
増
中
の
ウ
ル
ム
チ

　

一
日
、
寄
り
道
を
し
た
た
め
、
中
国
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自

治
区
の
イ
リ
・
カ
ザ
フ
自
治
州
の
州
都
、
伊
寧
（
イ
ー
ニ

ン
）の
日
程
が
、す
べ
て
カ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
残
念
。

　

一
九
四
五
年
十
一
月
十
二
日
に
独
立
を
宣
言
し
た
、
東

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
共
和
国
の
本
拠
地
で
あ
る
。い
ま
で
も
、

ウ
イ
グ
ル
族
に
よ
る
反
政
府
デ
モ
が
よ
く
起
こ
る
。
流
血

沙
汰
と
な
っ
て
、
外
国
人
立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ
た
こ
と

も
あ
る
。
因
縁
を
知
っ
て
い
る
者
に
と
っ
て
、
大
事
な
都

市
な
の
だ
。

　

結
局
、国
境
を
越
え
て
直
接
、省
都
ウ
ル
ム
チ
に
向
か
っ

た
。
途
中
、
イ
ス
ラ
ム
諸
民
族
と
漢
族
が
、
画
然
と
居
住

空
間
を
分
け
て
生
活
し
て
い
る
の
が
見
て
と
れ
た
。

　

一
九
四
九
年
、
こ
こ
ら
に
中
華
人
民
共
和
国
の
人
民
解

放
軍
が
進
駐
し
て
き
た
。
当
時
は
、
漢
族
は
七
％
に
過
ぎ

な
か
っ
た
。
現
在
は
、
優
に
三
分
の
一
を
越
え
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
省
人
口
は
一
千
六
百
六
十
万
人
で
、
ウ
イ
グ

ル
人
が
九
百
五
十
万
人
。
カ
ザ
フ
族
ほ
か
の
諸
民
族
も
い

る
。
た
だ
し
、「
西
域
開
発
」
の
美
名
の
も
と
、
漢
族
が

急
速
に
増
え
て
き
て
い
る
こ
と
だ
け
は
間
違
い
な
い
。

独
学
で
日
本
語
習
得
の
漢
族
青
年

ア
ル
バ
イ
ト
で
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

事
実
、
ウ
ル
ム
チ
の
ホ
テ
ル
で
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
頼
ん

だ
ら
、「
今
晩
は
」
と
き
れ
い
な
日
本
語
を
話
す
漢
族
の

青
年
が
、
わ
が
部
屋
に
や
っ
て
き
た
。

「
お
客
様
は
、
日
本
の
ど
ち
ら
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の

で
す
か
」

「
埼
玉
だ
よ
」

「
埼
玉
県
と
い
い
ま
す
と
、
県
庁
所
在
地
は
浦
和
市
（
現

さ
い
た
ま
市
）
で
ご
ざ
い
ま
し
た
ね
」

　

訪
れ
た
一
九
九
六
年
当
時
は
、
確
か
に
そ
う
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

「
日
本
語
は
、
ど
こ
で
習
っ
た
の
」

「
独
学
で
す
。
十
年
や
り
ま
し
た
か
ら
」

　

当
然
と
い
う
顔
を
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
中
高
大
、
そ

し
て
大
学
院
修
士
課
程
と
、
十
二
年
間
英
語
を
や
っ
て
き

て
、
さ
っ
ぱ
り
駄
目
な
の
だ
か
ら
、
脱
帽
す
る
し
か
な
い
。

　

彼
は
、
四
川
省
の
出
身
と
の
こ
と
。
大
学
で
東
洋
医
学

イスラム教徒の葬列（ウルムチにて）

職業紹介の看板（ウルムチ）
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こ
の
目
で
見
て
み
た
い
と
思
っ
た
。
漢
族
の
ガ
イ
ド
氏
に
、

案
内
を
請
う
と
「
あ
そ
こ
は
危
険
で
す
。
つ
い
こ
の
前
も
、

殺
人
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
よ
」と
、拒
否
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。

　

そ
う
言
わ
れ
た
っ
て
、
行
き
た
い
も
の
は
行
き
た
い
。

友
と
二
人
で
、
タ
ク
シ
ー
で
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
乗
り
つ
け
る
。

　

よ
か
っ
た
で
す
ね
。い
ろ
い
ろ
な
帽
子（
諸
民
族
に
よ
っ

て
違
う
）
を
か
ぶ
っ
た
男
た
ち
や
、
ス
カ
ー
フ
を
ま
と
っ

た
女
性
ら
を
た
く
さ
ん
見
か
け
る
。
日
本
人
だ
と
分
か
る

と
、
大
幅
に
値
引
き
し
て
く
れ
た
り
も
す
る
。

　

近
く
に
シ
テ
イ
ホ
テ
ル
が
あ
っ
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で
ト

イ
レ
を
借
り
る
と
、
休
ん
で
行
け
と
言
わ
れ
、
お
茶
ま
で

ご
ち
そ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
無
料
で
あ
る
。

◇
参
考
図
書
◇

入
谷
萌
苺
著
『
幻
の
「
東
突ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン

厥
斯
坦
共
和
国
」
を
行
く
』

東
方
出
版

今
谷
明
著
『
中
国
の
火
薬
庫̶

新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の

近
代
史
』
集
英
社

水
谷
尚
子
著
『
中
国
を
追
わ
れ
た
ウ
イ
グ
ル
人―

亡
命
者

が
語
る
政
治
弾
圧
』
文
春
新
書

を
専
攻
し
、い
ま
は
大
学
病
院
の
勤
務
医
だ
と
い
う
。マ
ッ

サ
ー
ジ
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
の
で
あ
る
。

「
私
は
で
す
ね
、
鄧
小
平
に
感
謝
し
て
い
る
ん
で
す
。
改

革
開
放
で
、
経
済
は
明
ら
か
に
よ
く
な
り
ま
し
た
か
ら
‥
。

こ
の
先
ど
う
な
る
こ
と
か
、
心
配
な
の
で
す
」

　

中
国
は
、指
導
者
に
よ
っ
て
、大
き
く
変
わ
る
国
で
あ
る
。

も
う
、
教
条
主
義
の
国
に
は
戻
り
た
く
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
ど
こ
の
国
に
行
き
た
い
か
、
と
訊
い
て
み
た
。

「
一
番
は
台
湾
で
す
ね
。
総
統
選
挙
も
や
り
ま
し
た
し
、

民
主
主
義
国
家
で
す
。
発
展
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す

か
ら
、
見
て
み
た
い
で
す
ね
」

　

一
九
八
六
年
、
台
湾
に
民
進
党
が
誕
生
し
た
と
き
、
中

国
の
知
識
青
年
の
間
で
「
台
湾
の
国
民
党
は
、
フ
ァ
シ
ス

ト
政
権
と
言
わ
れ
て
い
た
け
れ
ど
、
野
党
を
認
め
た
じ
ゃ

な
い
か
」
と
の
声
が
あ
が
っ
た
と
き
く
。
総
書
記
で
あ
っ

た
胡
耀
邦
は
、
優
秀
な
若
者
が
共
産
党
に
入
ら
な
く
な
っ

て
く
る
、
と
嘆
い
た
ら
し
い
。

「
次
に
行
き
た
い
の
は
、
日
本
で
す
ね
」

　

彼
は
、
そ
う
言
っ
た
。

「
じ
ゃ
、
お
金
を
た
め
て
、
行
け
ば
い
い
の
で
は
‥
」

　

つ
い
、
そ
う
答
え
て
し
ま
い
、
し
ま
っ
た
、
と
思
っ
た
。

当
時
、
簡
単
に
日
本
に
や
っ
て
く
る
こ
と
は
、
で
き
な
い

時
代
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

「
手
続
き
が
大
変
で
す
か
ら
」

「
手
続
き
じ
ゃ
な
く
て
、
コ
ネ
じ
ゃ
な
い
の
」

「
え
ぇ
、
そ
う
で
す
。
コ
ネ
が
社
会
主
義
の
悪
い
と
こ
ろ

で
す
」

　

病
巣
を
し
っ
か
り
認
識
し
て
い
た
。
あ
れ
か
ら
、
十
数

年
経
っ
た
。
現
在
の
日
本
で
は
中
国
か
ら
の
観
光
客
を
受

け
入
れ
て
い
る
。
彼
は
、
憧
れ
の
国
ニ
ッ
ポ
ン
に
、
や
っ

て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

危
険
と
い
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
探
訪

日
本
人
と
分
か
り
大
幅
値
引
き

　

ウ
ル
ム
チ
は
人
口
二
百
万
人
と
も
言
わ
れ
、
近
代
的
な

ビ
ル
が
建
ち
並
び
、
高
速
道
路
が
縦
横
に
走
っ
て
い
る
。

諸
民
族
が
た
む
ろ
す
る
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
、

■ 

て
ら
い
と
お
る　

昭
和
22
年
生
ま
れ
、46
年
、中
大
法
卒
。

雑
誌
編
集
者
、
新
聞
記
者
を
経
て
現
在
、
尚
美
学
園
大
学

非
常
勤
講
師
、
ロ
ン
グ
ス
テ
イ
財
団
広
報
委
員
、
日
本
旅

行
作
家
協
会
会
員
。『
サ
ン
ダ
ル
履
き
週
末
旅
行
』（
竹
内

書
店
新
社
）
を
は
じ
め
と
す
る
旅
行
記
の
ほ
か
、
近
刊
と

し
て
エ
ッ
セ
イ
『
裏
方
物
語
』（
時
評
社
）
が
あ
る
。

青空マーケット（ウルムチ市内）




